
期日 班 資料番号 

11/24 ２ ６ 

平成３０年度 

香取市市民事業仕分け 

事業名 海洋センター運営費 

担当部課 教育部生涯学習課 

香 取 市
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（ ）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 海洋センター運営費 事業開始年度 昭和58年度

上位施策事業名 スポーツ活動 担当局・部名 教育部

根拠法令等 担当課･係名 生涯学習課　山田・栗源海洋センター

事務区分 ■自治事務 □法定受託事務 作成責任者 伊藤　勝重

実施の背景
B&G海洋センターは、旧小見川、栗源、山田町がスポーツ振興の基盤施設とするために、青少年の健
全育成を目的に設立されたB&G財団へ建設の要請を行い同財団が建設、無償譲渡された施設です。
地域におけるスポーツコミュニティ施設として運営管理を実施している。

担当正職員 0.0 人 0 千円

目　的
（何のために）

市民の健康増進及び海洋性スポーツ・レクリエーションの振興に資するため。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

すべての市民
対象者数（全住民に対する割合）

77,585 人

・施設（体育館、武道場、プール及び艇庫）の管理運営。
（プール運営（夏季）については専門事業者への委託）
・海洋性（水上）スポーツの普及・促進を目的とした各種教室等の実施。
（カヌー教室、水上スポーツ体験会、水中エクササイズ教室等）

事業内容
（手段、手法など）

100 ％

実施方法

■直接実施（直営）

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：（株）フクシエンタープライズ　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：小見川海洋クラブ　　実施主体：小見川海洋クラブ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

事業内容

関連事業
（同一目的事業等）

1.6 人 11,360 千円 1.6

コ
ス
ト

30年度（予算） 29年度（決算） 28年度（決算） 27年度（決算）

事
業
費

事業費合計 36,307 千円 36,417 千円 64,169 千円 43,536 千円

事業費内訳
（平成29年度分）

●庁用車管理費　324千円
●海洋センター管理費　23,002千円

主に、光熱水費7,004千円、修繕料2,810千円、施設管理4,077千円
●海洋センター運営費　12,291千円

主に、プ－ル監視委託料8,824千円
●小見川海洋クラブ補助金　800千円（海洋クラブ員の全国大会派遣費として交付）

人
件
費

人 11,360 千円

臨時職員等 3.8 人 12,300 千円 2.1 人 6,305 千円 2.1 人 6,147 千円 2.1 人 6,154 千円

1.6 人 11,360 千円

千円

総事業費 48,607 千円 54,082 千円 81,676 千円 61,050 千円

人件費合計 3.8 人 12,300 千円 3.7 人 17,665 千円

国県支出金
千円 千円 千円

3.7 人 17,507 千円 3.7 人 17,514

地方債 千円 千円 千円 千円

千円 3,083 千円 16,765 千円 3,504

千円

国県支出金の内容

61,050 千円

財源

内訳

財源合計 48,607 千円 54,082 千円 81,676 千円

千円

その他特財の内容 施設使用料（H28は地域海洋センター修繕助成金13,500千円を含む）

一般財源 45,085 千円 50,999 千円 64,911 千円 57,546 千円

その他特財
3,522

事業番号 36 海洋センター運営費 平成30年度

ここから成果指標を導きます。

平成30年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 海洋センター運営費 事業開始年度 昭和58年度

事業番号 36 海洋センター運営費 平成30年度平成30年度

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ29年度 Ｈ28年度 Ｈ27年度

利用者数・小見川（アリーナ・プール） 人 33,945/29,480 30,441/29,480 31,115/29,480

利用者数・山田（アリーナ・プール） 人 28,748/41,597 40,450/41,597 47,648/41,597

利用者数・栗源（アリーナ・プール） 人 10.465/12,474 13,371/12,474 13,634/12,474

単位当たりコスト 総事業費

海洋性教育事業の実施（水上スポーツ教室
等）

人 813/700 812/700 650/600

／ 利用者数 円 731 960 656

/ /

/ / /

/

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　市民の健康維持・増進を目的に安全で使い勝手の良い施設とするため、最低限必要な修繕
を実施して利便性確保に取り組んでいる。スポーツ施設の地域間格差を最小限とするために
必須の施設であるので、今後は民間活力の導入も視野に入れ検討しいきたい。
　平成３０年度から、正職員に代わり再任用職員を配置して経費の削減に取り組んでいる。
これまで海洋センターが行っていた水上スポーツ教室等の事業は、他部門へ業務移管し、業
務内容を主に施設管理運営（施設維持管理、隣接するスポーツ施設等を含む貸館業務）とし
ている。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項 ・山田及び栗源海洋センターは、学校授業や部活動で利用されている。

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

・海洋センターは、各地区のスポーツコミュニティーセンター的な位置づけとなっており、
スポーツ振興における重要な役割を担っている。
・水上スポーツに触れる機会の創出は、地域の特色を活かした水上スポーツの普及・推進に
大きな成果が表れており、とりわけ海洋センターが主導した海洋クラブ（現在は独自に活
動）は、全国トップレベルのカヌー選手が数多く生まれている。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ29年度 Ｈ28年度 Ｈ27年度

全国・世界大会における入賞者数(延べ) 人 51/30 56/30 35/30

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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施設シート 平成30年度

番号 36 名称 小見川B&G海洋センター
■ 単独館

□ 複合館

所在地 香取市小見川４８６６－７３６

根拠条例等 香取市B&G海洋センターの設置及び管理に関する条例、規則

土
地
情
報

所有面積 9,917 ㎡ 地目 所管課 生涯学習課

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 大友　俊郎

建設・取得 S58年4月（建設・取得） 設計者 IS値

財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 1,828 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造

総面積 9,917 ㎡ 借地料 千円/年

建設・取得額 0 千円 取得経緯 民間から譲渡

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

補助金有無 □有　　□無 階数

借用元 借用金額 千円/年

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的
市民の健全な心身の発達及び海洋性スポーツ・レクレーションの振興に資す
るため。

実施事業
・施設（体育館、武道場、プール及び艇庫）の管理運営。
・海洋性（水上）スポーツの普及・促進を目的とした各種教室等の実施。
・海洋クラブへの補助金（選手派遣費補助）　800千円

主な利用者
（複数選択可）

開館時間 午前９時から午後９時30分まで

管理体制

■直接管理 　■業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：プール（株）フクシエンタープライズ）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

プールの運営監視業務、指名競争入札

□官公庁利用　□主催事業　■登録団体（団体数：１５　　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　■市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

開館日数 298 日/年 休館日 月曜日、年末年始、祝祭日の翌日

プール棟

床面積 726 ㎡ 部屋数 床面積 63 ㎡ 部屋数

名称 アリーナ 名称 ミーティングルーム 名称

床面積 1,102 ㎡ 部屋数

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

名称 名称 名称

㎡ 部屋数

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積床面積 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者
住民等の
自主管理

㎡ 部屋数 床面積床面積 ㎡ 部屋数 床面積

施
設
の
概
要

その他 合計

ハード 0.8 人 1.0 人 1.0 人

人 人 0.0 人

人

ソフト 0.0 人 人 人 人

人 人 人 2.8

人 2.8 人人 1.0 人 0.0 人 0.0合計 0.8 人 1.0 人 1.0

個別施設シート (スポーツ施設)全体 
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維
持
管
理
費

30年度（予算） 29年度（決算） 28年度（決算） 27年度（決算）

総支出 26,607 千円千円

千円 1,537 千円

使用料
・手数料

1,554 千円 1,356 千円 1,525 千円 1,537 千円

収入合計 1,554 千円 1,356 千円 1,525

21,904 千円 24,128 千円 23,398

千円 千円

国県補助金 千円 千円

千円 25,070 千円

支出内訳（平成29年度分）

人件費：　　8,833千円
委託料：　　5,902千円
光熱水費：　2,337千円
修繕料： 819千円
（修繕内容：照明器具修繕ほか）

補助金： 800千円
その他（備品購入費等） 5,437千円

一般財源 20,350 千円 22,772 千円 21,873

財
源
内
訳

収

入 千円 千円

その他
（ ）

千円 千円

％ 土日祝 77.9 ％

午前 82.6 ％ 午後 63.4 ％

名称 アリーナ 平日 69.6

夜間 76.5 ％ 全体 72.5 ％

名称 ミーティングルーム 平日 4.6 ％ 土日祝 75.7 ％

午前 33.2 ％ 午後 35.6 ％ 夜間 3.0 ％ 全体 23.9 ％

名称 プール 平日 100.0 ％ 土日祝 100.0 ％

午前 100.0 ％ 午後 100.0 ％ 夜間 ％ 全体 100.0 ％

％ 土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 全体 ％

自己評価・
特記事項等

開館日数：プールは34日
開館時間：プールは午前9時から午後4時30分まで

室

医務室 室 売店 室

利
用
状
況

その他
部屋情報

放送室 室 事務室 1

各
部
屋
別
稼
働
率

その他 室

名称 平日

個別施設シート (スポーツ施設)全体
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施設シート

午前9時から午後9時30分

平成30年度

番号 36 名称 山田Ｂ＆Ｇ海洋センター
■ 単独館

□ 複合館

所在地 香取市仁良３６１－２

根拠条例等 香取市B&G海洋センターの設置及び管理に関する条例

土
地
情
報

所有面積 10,176 ㎡ 地目 所管課 生涯学習課

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 伊藤　勝重

総面積 10,176 ㎡ 借地料 千円/年 財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 2,640 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造

建設・取得 IS値

補助金有無 □有　　□無 階数

S62年4月（建設・取得） 設計者

借用元 借用金額 千円/年

建設・取得額 千円 取得経緯

地方債残高 □有（残高 円）償還（　　年/　　年）　　■無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的
市民の健全な心身の発達及び海洋性スポーツ・レクレーションの振興に資す
るため。

実施事業
施設（体育館、武道場、プール及び艇庫）の管理運営。
（プール運営（夏季）については専門事業者への委託）

主な利用者
（複数選択可）

□官公庁利用　□主催事業　■登録団体（団体数：１４　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　■市外住民　□その他（ ）

利用の制限

開館日数 298 日/年 休館日 月曜日、年末年始、祝祭日の翌日

開館時間

管理体制

■直接管理 ■業務委託 □指定管理 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：プール（株）フクシエンタープライズ）

（委託内容・金額・事業者選定方法： ）

プールの運営監視業務、指名競争入札

施
設
の
概
要

名称 アリーナ 名称 武道場 名称 会議室

床面積 727 ㎡ 部屋数 床面積 456 ㎡ 部屋数 床面積 58 ㎡ 部屋数

名称 プール 名称 名称

床面積 1,150 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

1 1 1

1

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト 人 人 人 人

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 0.5 人 0.5 人 1.0 人 人 人 人

人 人 人

合計 0.5 人 0.5 人 1.0 人 1.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人

個別施設シート (スポーツ施設)
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維
持
管
理
費

30年度（予算） 29年度（決算） 28年度（決算） 27年度（決算）

総支出 18,960 千円 18,031 千円 19,820 千円 20,993 千円

財
源
内
訳

収

入

収入合計 1,136 千円 1,109 千円 1,082 千円 1,282 千円

使用料
・手数料

1,136 千円 1,109 千円 1,082 千円 1,282 千円

国県補助金 千円 千円 千円 千円

その他
（ ）

千円 千円 千円 千円

一般財源 17,824 千円 16,922 千円 18,738 千円 19,711 千円

支出内訳（平成29年度分）

人件費：4,921千円
委託料：6,086千円
光熱水費：2,472千円
修繕料：975千円
（修繕内容：プール給水設備等）

指定管理料のうち管理委託分： 千円
減価償却費： 千円
地方債の元利償還： 千円
その他（運営費費等）2,468千円

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 武道場 平日

名称 平日 68.9 ％

21.1 ％ 全体 41.1 ％

名称 プール 平日 100.0 ％ 土日祝 100.0

放送室 室

％午前 53.0 ％ 午後 71.8 ％

土日祝 42.340.4

％ 全体 71.6

％

午前 34.9 ％ 午後 67.1 ％ 夜間

自己評価・
特記事項等

山田の小中学校の部活動や授業で使用
開館日数：プールは34日
開館時間：プールは午前9時から午後9時

その他
部屋情報

事務室 1

利
用
状
況

室

医務室 室

土日祝 77.0

その他 室

売店

％

室

夜間 89.9

アリーナ

％

午後 夜間

％

午前 100.0 ％ 午後 100.0 ％ 夜間 100.0 ％全体 100.0％

％

名称 平日 ％

％

％

午前

土日祝

％ 全体％

個別施設シート (スポーツ施設)
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施設シート

午前9時から午後9時30分

平成30年度

番号 36 名称 栗源Ｂ＆Ｇ海洋センター
■ 単独館

□ 複合館

所在地 香取市岩部１０４５－１

根拠条例等 香取市B&G海洋センターの設置及び管理に関する条例、規則

土
地
情
報

所有面積 6,805 ㎡ 地目 所管課 生涯学習課

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 伊藤　勝重

総面積 6,805 ㎡ 借地料 千円/年 財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 2,549 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造

建設・取得 IS値

補助金有無 □有　　□無 階数

S60年4月（建設・取得） 設計者

借用元 借用金額 千円/年

建設・取得額 0 千円 取得経緯 　

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　■無

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　■大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

H28年度　プール屋体改修　26,730千円

基
本
情
報

設置目的
市民の健全な心身の発達及び海洋性スポーツ・レクレーションの振興に資す
るため。

実施事業
施設（体育館、武道場及びプール）の管理運営。
（プール運営（夏季）については専門事業者への委託）

主な利用者
（複数選択可）

□官公庁利用　□主催事業　■登録団体（団体数：１　　　　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　■市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

開館日数 298 日/年 休館日 月曜日、年末年始、祝祭日の翌日

開館時間

管理体制

■直接管理 　■業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：プール（株）フクシエンタープライズ　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

プールの運営監視業務、指名競争入札

施
設
の
概
要

名称 アリーナ 名称 武道場 名称 会議室

床面積 727 ㎡ 部屋数 床面積 465 ㎡ 部屋数 床面積 58 ㎡ 部屋数

名称 プール 名称 名称

床面積 833 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

1 1 1

1

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者 指定管理者

人

ソフト 人 人 人 人

住民等の
自主管理

その他 合計

ハード 0.3 人 0.6 人 1.0 人 人 人 人

人 人 人

合計 0.3 人 0.6 人 1.0 人 1.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人

個別施設シート (スポーツ施設) 
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維
持
管
理
費

30年度（予算） 29年度（決算） 28年度（決算） 27年度（決算）

総支出 11,763 千円 11,923 千円 38,458 千円 13,450 千円

財
源
内
訳

収

入

収入合計 832 千円 618 千円 14,158 千円 685 千円

使用料
・手数料

832 千円 618 千円 658 千円 685 千円

国県補助金 千円 千円 千円 千円

その他
財団助成金

千円 千円 13,500 千円 千円

一般財源 10,931 千円 11,305 千円 24,300 千円 12,765 千円

支出内訳（平成29年度分）

人件費：3,911千円
委託料：4,226千円
光熱水費：1,113千円
修繕料：140千円
（修繕内容：給湯ポンプ交換）

指定管理料のうち管理委託分： 千円
減価償却費： 千円
地方債の元利償還： 千円
その他（維持管理費等）1,915千円

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 武道場 平日

名称 平日 18.9 ％

1.0 ％ 全体 9.3 ％

名称 会議室 平日 9.8 ％ 土日祝 16.7

放送室 室

％午前 29.2 ％ 午後 53.0 ％

土日祝 14.76.6

％ 全体 36.7

％

午前 10.4 ％ 午後 16.1 ％ 夜間

自己評価・
特記事項等

開館日数：プールは34日
開館時間：プールは午前9時から午後4時30分

その他
部屋情報

事務室 1

利
用
状
況

室

医務室 室

土日祝 72.0

その他 室

売店

％

室

夜間 27.9

アリーナ

％

午後 100.0 夜間

％

午前 0.7 ％ 午後 32.2 ％ 夜間 3.4 ％全体 12.1％

％

名称 プール 平日 100.0 ％

％

％

午前

土日祝 1,000.0

％ 全体100.0 ％

個別施設シート (スポーツ施設)
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香取市Ｂ＆Ｇ海洋センターの設置及び管理に関する条例  

平成18年３月27日条例第101号 

改正 

平成26年６月25日条例第14号 

（設置） 

第１条 市は、市民の健全な心身の発達並びに陸上及び海洋性スポーツ・レ

クリエーションの振興に資するため、Ｂ＆Ｇ海洋センターを設置する。

（名称及び位置） 

第２条 Ｂ＆Ｇ海洋センターの名称及び位置は、次のとおりとする。  

名称 位置 

香取市小見川Ｂ＆Ｇ海洋センター 香取市小見川4866番地736 

香取市山田Ｂ＆Ｇ海洋センター 香取市仁良361番地２ 

香取市栗源Ｂ＆Ｇ海洋センター 香取市岩部1045番地１ 

（職員） 

第３条 香取市Ｂ＆Ｇ海洋センター（以下「海洋センター」という。）に、

所長その他必要な職員を置く。 

（業務） 

第４条 海洋センターの業務は、次のとおりとする。 

(１) スポーツ・レクリエーションのための施設及び附属設備（以下「施

設等」という。）の提供 

(２) スポーツ・レクリエーションの指導に関すること。

(３) 前各号に掲げるもののほか、海洋センターの目的を達成するため必

要な業務 

（管理及び運営） 

第５条 海洋センターは、香取市教育委員会（以下「教育委員会」という。）

が管理運営する。 

（使用の許可） 

第６条 海洋センターの施設等を使用しようとする者は、あらかじめ教育委

員会の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようとす

るときも、同様とする。 
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２ 前項の許可には、海洋センターの管理上必要な条件を付すことができる。 

（許可の制限） 

第７条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する場合は、海洋センタ

ーの施設等の使用を許可してはならない。 

(１) 海洋センターを使用しようとする者の使用が海洋センターの設置の

目的に反すると認められるとき。 

(２) 海洋センターを使用しようとする者の使用が公の秩序又は善良な風

俗を乱すおそれがあるとき。 

(３) 海洋センターを使用しようとする者の使用が施設等を損傷するおそ

れがあると認められるとき。 

(４) 前各号に掲げるもののほか、海洋センターの管理上支障があると認

められるとき。 

（使用許可の取消し等） 

第８条 教育委員会は、第６条の規定による使用の許可を受けた者（以下「使

用者」という。）が次の各号のいずれかに該当するときは、海洋センター

の使用を制限し、又は許可を取り消し、若しくは使用の停止を命ずること

ができる。 

(１) この条例又はこの条例に基づく教育委員会規則に違反したとき。

(２) 偽りその他不正の手段により使用の許可を受けた事実が明らかにな

ったとき。 

(３) 許可の条件に違反したとき。

２ 前項の規定によるほか、教育委員会において特に必要が生じたときは、

海洋センターの使用の許可を取り消すことができる。 

３ 前各項の規定による処分により使用者に損害が生ずることがあっても、

教育委員会は賠償の責めを負わない。 

（使用料） 

第９条 使用者は、別表第１から別表第４までに定める使用料を納めなけれ

ばならない。 

（使用料の減免） 

第10条 市長は、特に必要があると認めたときは、使用料を減額し、又は免
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除することができる。 

（使用料の還付） 

第11条 既に納入された使用料は、還付しない。ただし、特別の理由がある

場合は、教育委員会規則で定めるところにより、その全部又は一部を還付

することができる。 

（使用権の譲渡等の禁止） 

第12条 使用者は、海洋センターの施設等を許可を受けた目的以外に使用し、

又は使用の権利を譲渡し、若しくは転貸してはならない。 

（原状回復の義務） 

第13条 使用者は、海洋センターの使用を終了したとき、又は第８条の規定

により海洋センターの使用を取り消され、若しくは使用の停止を命じられ

たときは、直ちに海洋センターの施設等を原状に回復しなければならない。 

（損害賠償の義務） 

第14条 故意又は過失により、海洋センターの施設等を滅失し、又は損傷し

た者は、その損害を賠償しなければならない。ただし、市長は、やむを得

ない理由があると認めるときは、その額を減額し、又はこれを免除するこ

とができる。 

（委任） 

第15条 この条例に定めるもののほか、海洋センターの管理運営に関し必要

な事項は、教育委員会規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成18年３月27日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の小見川町Ｂ＆Ｇ海洋センタ

ーの設置及び管理に関する条例（昭和61年小見川町条例第18号）、山田町

Ｂ＆Ｇ海洋センターの設置及び管理運営に関する条例（平成２年山田町条

例第17号）又は栗源町Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理運営に関する条例（昭和

60年栗源町条例第２号）に基づきなされた処分、手続その他の行為は、そ

れぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなす。 
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附 則（平成26年６月25日条例第14号） 

この条例は、平成26年10月１日から施行する。 

 

別表第１（第９条） 

小見川Ｂ＆Ｇ海洋センター 

施設名 
時間区分 ９：00～

12：00 

13：00～

15：30 

15：30～

17：30 

17：30～

19：30 

19：30～

21：30 使用区分 

アリーナ 

（個人） 

小人 円 円 円 円 円 

100 100 100 130 130 

大人 150 150 150 200 200 

アリーナ 

（団体） 

小人 1,000 1,000 1,000 1,300 1,300 

大人 1,500 1,500 1,500 2,000 2,000 

ミーティングルーム ２時間につき 500円 

備考 

１ 本市に住所若しくは通学先又は勤務先を有する者以外の者が使用す

る場合は、当該使用料の倍額とする。 

２ 小人は18歳未満の者（高校生を含む。以下同じ。）とし、大人は小人

以外の者とする。 

３ 未就学児童は無料とする。ただし、大人同伴とする。 

４ 10人以上は団体扱いとする。 

５ アリーナの団体利用は全面単位とし、半面利用の場合は当該使用料

の半額とする。 
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別表第２（第９条） 

山田Ｂ＆Ｇ海洋センター 

施設名 
時間区分 ９：00～

12：00 

13：00～

15：30 

15：30～

17：30 

17：30～

19：30 

19：30～

21：30 使用区分 

アリーナ

（個人） 

小人 円 円 円 円 円 

100 100 100 130 130 

大人 150 150 150 200 200 

アリーナ

（団体） 

小人 1,000 1,000 1,000 1,300 1,300 

大人 1,500 1,500 1,500 2,000 2,000 

武道場（個人） 100 100 100 130 130 

武道場（団体） 1,000 1,000 1,000 1,300 1,300 

ミーティングルーム ２時間につき 500円 

備考 

１ 本市に住所若しくは通学先又は勤務先を有する者以外の者が使用す

る場合は、当該使用料の倍額とする。 

２ 小人は18歳未満の者（高校生を含む。以下同じ。）とし、大人は小人

以外の者とする。 

３ 未就学児童は無料とする。ただし、大人同伴とする。 

４ 10人以上は団体扱いとする。 

５ アリーナの団体利用は全面単位とし、半面利用の場合は当該使用料

の半額とする。 
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別表第３（第９条） 

栗源Ｂ＆Ｇ海洋センター 

施設名 
時間区分 ９：00～

12：00 

13：00～

15：30 

15：30～

17：30 

17：30～

19：30 

19：30～

21：30 使用区分 

アリーナ

（個人） 

小人 円 円 円 円 円 

100 100 100 130 130 

大人 150 150 150 200 200 

アリーナ

（団体） 

小人 1,000 1,000 1,000 1,300 1,300 

大人 1,500 1,500 1,500 2,000 2,000 

武道場（個人） 100 100 100 130 130 

武道場（団体） 1,000 1,000 1,000 1,300 1,300 

ミーティングルーム ２時間につき 500円 

備考 

１ 本市に住所若しくは通学先又は勤務先を有する者以外の者が使用す

る場合は、当該使用料の倍額とする。 

２ 小人は18歳未満の者（高校生を含む。以下同じ。）とし、大人は小人

以外の者とする。 

３ 未就学児童は無料とする。ただし、大人同伴とする。 

４ 10人以上は団体扱いとする。 

５ アリーナの団体利用は全面単位とし、半面利用の場合は当該使用料

の半額とする。 

- 15 -



 

別表第４（第９条） 

Ｂ＆Ｇ海洋センター（プール） 

施設名 
時間区分 

９：00～12：00 13：00～16：30 17：30～21：30 
使用区分 

プール 小人 円 円 円 

100 100 100 

大人 200 200 200 

備考 

１ 本市に住所若しくは通学先又は勤務先を有する者以外の者が使用す

る場合は、当該使用料の倍額とする。 

２ 小人は18歳未満の者（高校生を含む。以下同じ。）とし、大人は小人

以外の者とする。 

３ 未就学児童は無料とする。ただし、大人同伴とする。 
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